
 

 

 

 

ＩＣＴ重点３分野途上国向けモデル事業 

（ユビキタス・アライアンス・プロジェクト） 

提案募集要領 

 

１ 提案募集の対象  

 

  「ＩＣＴ重点３分野途上国向けモデル事業」は、重点３分野（①デジタル放送、②次世

代ＩＰネットワーク、③ワイヤレス）について、途上国の社会・経済ニーズに対応したモ

デルシステムを構築し、その「見える化」を図ることによって、我が国システムの導入促

進を目指すパイロット・プロジェクトを実施するものです。本提案募集においては、本事

業の実施テーマに関する提案を募集します（１件・１年当たりの事業費の上限は２億円程

度と想定しています。）。 

  パイロット・プロジェクトの実施主体については、実施テーマ決定後、別途一般競争入

札を行います。 

 

２ 評価の視点  

 

  提出された提案については、次の要素を基準として総合的に評価を行います。 

① ＩＣＴ重点３分野の国際展開活動の加速化 

ビジネス展開が期待されるモデルシステムであること 

② モデル事業の妥当性 

ア 相手国のニーズに合致していること 

イ 相手国のインフラ事情に合致していること 

ウ 相手国政府計画に即したモデルとなっていること 

③ 相手国の選定理由 

日本とのこれまでの協力関係、市場としての魅力、相手国内の情勢（政治、経済、風

土）等を鑑み、プロジェクトを実施する上で最適な相手国・地域・カウンターパートを

選定すること。 

④ 実施体制 

パイロット・プロジェクトの実施体制が充実していること 

⑤ その他の視点 

ア 我が国のＩＣＴ国際競争力の強化に資すること 

イ 我が国のＩＣＴ利用者の利便性向上に資すること 

ウ 官民が連携して実施することが効果的であること 
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３ 提案の提出方法  

 

  別添の提出フォーマットに記入し、次のいずれかにより提出して下さい。 

 

（１）電子メールの場合 

 

電子メールアドレス： ubiall.pt◆ml.soumu.go.jp 

    総務省 情報通信国際戦略局 国際協力課 あて 

 

※スパムメール対策のため、「@」を「◆」と表示しております。 

送信の際には、「@」に変更してください。 

 

（２）ＦＡＸの場合 

 

    ＦＡＸ番号：０３－５２５３－５７４０ 

    総務省 情報通信国際戦略局 国際協力課 あて 

 

（３）郵送の場合 

 

    〒１００－８９２６ 東京都千代田区霞が関２－１－２ 合同庁舎２号館 

    総務省 情報通信国際戦略局 国際協力課 あて 

 

４ 留意事項  

 

  提出された提案については、募集期間終了後、とりまとめて公表する場合があります。 

  なお、提案書の返却は行いません。 

  



 

（別紙１ 別添） 

 

 

「ＩＣＴ重点３分野途上国向けモデル事業」に関する具体的提案の提出フォーマット 

 

※こちら（ＭＳ Ｗｏｒｄ形式）をダウンロードして記入して下さい。 

 

○提案者に関する情報 

組織名 
 

代表者名 
 

 

担当者連絡先 

住所： 

氏名： 

電話及びFAX： 

電子メール： 

 

○提案内容 

１．実施内容 

（ＩＣＴ重点３分野のどの分野・技術の国際展開活動を加速さ

せるものか。どのような途上国向けモデルシステムの構築を検

討しているのか、パイロット・プロジェクトによりどのような

成果が望めるのか等について、出来る限り具体的に記入して下

さい） 

 

 

 

 

（提案内容の詳細が分かる概要図を添付して下さい。） 

 

 

 

 

２．パイロット・プロジェ

クトの事業規模 

（平成２１年度及び必要で

あれば２２年度について） 

（総事業費を、必要な公費負担額及び自己負担額に分けて記入

して下さい） 

 

 

（パイロット・プロジェクトに必要な主な機器類についても記

入して下さい） 
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３．実施場所 

（「重点３分野における途上国向けモデル事業」は、東南アジ

ア、中南米等の成長著しい途上国に向け、我が国ＩＣＴ重点３

分野の技術を活用したモデルシステムのパイロット・プロジェ

クトを実施するものであり、相手国に対し、我が国システムの

「見える化」を図ることが本事業の目的であることから、実施

場所については、相手国内でのパイロット・プロジェクトの実

施を前提としています。以上の前提条件を踏まえ、ターゲット

とする相手国とその地域について選定理由を含めて、記述して

ください） 

 

 

 

 

４．実施期間 

（平成２２年度末までを期限として、パイロット・プロジェクトの実

施を予定している期間を記入して下さい。） 

 

 

５．実施体制 

（国内及び、相手国における実施体制を企業名だけでなく、担

当部署など出来る限り詳細に記述願います。相手国のカウンタ

ーパート（企業、大学、政府など）については、途上国向けモ

デルシステムの「見える化」を実施する上で、適切な機関を選

定下さい。） 

 

 

６．相手国政府との調整 

（「重点３分野における途上国向けモデル事業」の実施にお

いて、相手国における実験局免許の申請等、相手国政府との調

整事項等あれば、具体的に記述して下さい。） 

 

７．その他 

 

 

 

 

※ 複数のパイロット・プロジェクトの提案の場合は、別々のフォーマットに記入して下さい。 

※ 記述された内容に関し、別途、問い合わせることがあります。 

  



（別紙１ 参考） 
 

ＩＣＴ重点３分野途上国向けモデル事業 

 
重点３分野について、途上国の社会・経済ニーズに対応したモデルシステムを構築

し、その「見える化」を図ることによって、我が国システムの導入促進を目指す。 

 

① 次世代IP ネットワーク分野の途上国向けモデル事業の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ワイヤレス分野の途上国向けモデル事業の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ デジタル放送分野の途上国向けモデル事業の例 

 

 

 

次世代ブロードバンド
ネットワーク（NGN） 

リアルタイムでの 
講義映像の配信 

最新の教材を活用 
した教育の実施 

ワイヤレス
ネットワーク 

患者データ、映像等 
を収集・送信 

データに基づき 
医師が助言・指示 

地震、津波等の 
緊急情報の提供 

各受信機の 
自動的立ち上げ 


